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前期基本計画の検証は

～実施計画を毎年度見直す～

無所属の会

質
　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ

い
て
��
大
分
県
一
の
政

策
集
団
を
目
指
す
�
と
さ

れ
て
い
る
が
�
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
�

答　
市
長

　

こ
れ
ま
で
各
種
研
修
会

や
職
場
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
そ
の
醸じ

ょ
う
せ
い成
を

図
っ
て
き
た
が
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
や
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
職

員
意
識
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
と
の
議
論

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

距
離
を
縮
め
、
よ
り
良
い

合
意
形
成
を
図
り
た
い
�

質
　

行
政
�
市
民
�
議
会
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

評
価
は
�

答　
市
長

　
「
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

民
主
主
義
」
を
政
治
信

条
と
し
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
中
心
に
、

中
学
生
や
各
グ
ル
ー
プ
、

各
種
団
体
、
自
治
会
な
ど

と
の
意
見
交
換
に
よ
る
対

話
を
、
積
極
的
に
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
や
病
院
開
設
に

係
る
市
民
説
明
会
で
は
、

参
加
者
が
少
な
く
、
そ
の

取
り
組
み
が
市
民
参
加
の

向
上
に
繋つ

な

が
っ
て
い
な
い

と
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
治
会
単
位

に
小
さ
く
し
て
開
催
す
る

こ
と
や
、
事
前
に
資
料
や

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布

な
ど
工
夫
を
凝こ

ら
し
、
市

民
参
加
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

質
　

第
１
次
総
合
計
画
�
前

期
基
本
計
画
�
平
成
18
年

度
�
平
成
22
年
度
�
の
事

業
の
進

し
ん
ち
�
く捗

状
況
と
検
証
は
�

答　
市
長

　

こ
の
計
画
は
、「
行
政
が

何
を
す
る
か
」
を
中
心
と

し
た
、「
整
備
目
標
明
示

型
」
で
は
な
く
、「
市
民

生
活
が
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
」
と
言
う
「
成
果
目

標
明
示
型
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
事
業
施
策
の
進

捗
状
況
や
成
果
の
達
成
状

況
を
踏
ま
え
て
計
画
を
見

直
し
、
事
業
評
価
と
と
も

に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

病院開設に係る市民説明会（大野町）
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質
　

行
政
組
織
の
見
直
し
や

部
長
制
廃
止
の
取
り
組
み

は
�

答　
市
長

　

行
政
運
営
で
、
意
思
決

定
の
迅じ

ん
そ
く速

化
や
、
権
限
と

責
任
を
明
確
に
す
る
組
織

の
フ
ラ
ッ
ト
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
組
織
の
簡
素

化
は
避
け
て
通
れ
な
い
状

況
で
す
。

　

部
長
制
の
廃
止
は
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
で
あ
り
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
予
定
し
て
お

り
、
平
成
22
年
度
中
に
事

務
作
業
を
進
め
ま
す
。

質
　

地
域
担
当
職
員
制
度
の

導
入
は
ど
う
な
�
て
い
る

の
か
�

答　
市
長

　

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
職
員
組
合

と
の
協
議
を
重
ね
て
お

り
、
平
成
22
年
度
の
早
い

時
期
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

質
　

行
政
改
革
の
取
り
組
み

で
�
平
成
21
年
度
に
�
第

２
次
公
共
施
設
統
廃
合
計

画
�
が
公
表
予
定
で
あ
�

た
が
�

答　
市
長

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
は

当
面
す
る
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
「
行
政
組
織
内
部
の
集

約
化
」、「
フ
ラ
ッ
ト
化
」

の
議
論
や
「
事
務
事
業
の

民
営
化
」
な
ど
、
行
政
改

革
の
大
き
な
枠
組
み
の
中

で
捉と

ら

え
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
見
直
し

は
、
市
民
生
活
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
平
成
22

年
度
中
に
じ
っ
く
り
内
部

協
議
を
行
い
、
組
織
機
構

の
再
編
と
一
体
的
に
捉

え
、
平
成
23
年
３
月
に
公

表
し
ま
す
。

代 表 質 問

年の総括は

動的かつ弾力的な運営を～

３役と部長による会議の様子

廃止された神角寺キャンプ場（朝地町）

無償譲渡された公共施設 緒方　徳田軽作業所

 無
む

所
し ょ ぞ く

属の会
かい

　　　　　

安
あ ん

藤
ど う

 豊
と よ

作
さ く


